
第４回東神楽町地域自治推進条例策定検討委員会 議事録 

 

日時：令和 6 年 8 月 22 日㈭ 15：00～ 

場所：東神楽町複合施設はなのわ B 棟 6.7 号室 

出席者： 

特別職：山本町長、鳥毛副町長、金谷教育長 

事務局：まちづくり推進課小畑課長、総務課板宮課長、地域の元気づくり課須見課長 

    まちづくり推進課遠藤係長 

委員 ：原田会長、吉田委員、宮口委員、早勢委員、畑中委員、本間委員、小滝委員 

棚田委員、林委員、佐藤委員、長谷川委員  

アドバイザー：牧野アドバイザー、山崎アドバイザー、青木アドバイザー 

欠席者：花田副会長、畑中委員 

 

【原田委員】 

開会挨拶（会議の流れ等の説明） 

本日は条例案の協議及び条例名の決定を行う。非常に重要な内容になるのでじっくりと協

議したい。 

 

【遠藤係長】 

前回までの資料共有。条例案は一部修正をしている。新旧は本日配布。 

 […]資料に沿って説明。 

 第 7 条：理念条例のため役割は努力義務。 

 第 8 条：多様な人が連携しコミュニティを活性化 

 第 9 条：事業者の役割 

 第 10 条：町の施策については規定をもとに行っていく。 

 […] 

 

【原田会長】 

質疑応答に移ります。2ｐの第 5 号、民生委員などこれを頭に出していいのか。他の組織を

頭出ししたらよいのでは。「地区公民館が主体に…」について、第 6 条で明確に入っている

ので基本理念は 1，2 をまとめてスッキリさせたらいいのでは。前文はよくなったと思う。 

 

【早勢委員】 

各種団体は具体的にあるのか。どの団体があるのか分からない。公民館は建物？ 

 

 



【山本町長】 

条例上は建物も含めた場所。 

 

【早勢委員】 

人は役員なのか、地域住民なのか。公民館に含まれるのか。はっきりしていない。 

 

【遠藤係長】 

地区公民館定義は組織のことも含めているイメージ。公民館によっては住民がほぼ入って

いることも。いろんな形態がある。自主活動を後押ししたいイメージ。解説書にイメージを

記載したい。各種団体定義は自主活動（地域を良くする活動）をする団体。団体名変更があ

ると改正が必要。解説書で列挙したい。第 3 条理念、削除は検討します。(1)は検討し提示

させて頂く。 

 

【原田会長】 

新旧について、旧で羅列したものは代表するものを載せては？と事前に言った。公民館本館

の設置、管轄区域を定めて他も設置されている。 

 

【早勢委員】 

運営については任意だ。条例に謳ってない。運営委員会を地区公民館とするのか、住民は入

るのか。各種団体は別に定めるとか書けばいいのでは。 

 

【原田会長】 

地区公民館は役員がいて、運営委員会があるそれを含めて言う。 

 

【早勢委員】 

その説明で分かりました。 

 

【棚田委員】 

非常に分かりづらい。３条と 2 条 6 号で被るのでは。地域自治組織を改めて書く必要があ

るのか。スッキリ書くべきでは。 

 

【原田委員】 

地区公民館は役割のほうで、包括的に捉えて十分では。 

早勢委員 

美瑛の条例について言った。作成の時、条ごとの解説が出てる。根拠が出てるので分かりや

すい。条文だけだと見えてこない。顛末を情報公開してほしい。 



【遠藤係長】 

詳細も公開させて頂きたい。背景、解説書も開示します。 

 

【早勢委員】 

この会議では？ 

 

【遠藤係長】 

協議によっては内容が変わる可能性があるため。次回は掲載したい。 

 

【早勢委員】 

美瑛の HP を参考にしてほしい。 

 

【宮口委員】 

文章にするとある程度制限がある。この程度で整理して、館長が理解していればそれでいい

のでは。 

 

【長谷川委員】 

何をしたいのか分からない。夫に相談しても何を伝えたいのかわからないとの意見があっ

た。やはり解説書が必要なのでは。 

 

【早勢委員】 

地域活性化って具体的に何なのか、分からない。そういった用語等ひとつひとつ丁寧に教え

てもらえないとわからないのではないか。 

 

【原田会長】 

本館があって地区公民館がある。連携してやっていくことになっている。しかし、その部分

についてより連携を強めていかなければいけない。 

 

【早勢委員】 

聖台の公民館は交流の場だ。役割は大きくなっている。具体的に見えてこない。 

 

【宮口委員】 

確かに、それぞれ違う。一つの文言に整理するのは難しい。どういう整理するか分からなく

なってしまう。ある程度のボーダーを考えて行政はやっていると思う。それぞれの公民館が

柔軟になっていくということでは。 

 



【原田会長】 

前文が入り分かりやすくなっているのでは。 

 

【早勢委員】 

解説がいる。 

 

【小畑課長】 

公民館の状況はそれぞれ違う。一定のルールを作るなかで後押しするものにしたい。次回整

理してお出ししたい。長谷川委員から見やすい資料をもらった。図解もあり分かりやすい、

私たちも分かりやすいものを作成する努力をしたい。議論は先に進めたいと思います。 

 

【原田会長】 

15：55 から再開します。 

 

【原田会長】 

再開します。アドバイザーから意見 

 

【牧野アドバイザー】 

前文が付きよくなった。地域自治の趣旨が分かる。ただ、条文が難しい。主語がはっきりし

ない。美瑛のははっきりしている。そこを工夫。誰が作るのか主体なのかを分かりやすく。

「寄与することを目的とする。」誰がなのか分かりにくい。「私たちが」なのか整理する。第

3 条も次に掲げる事項を基本理念として「何を」推進するのか。2 条 4 号の規定としたの役

割がずれてしまっている。主語述語の関係が適切できない箇所が多くあるため修正を検討

すべき。 

 

【山崎アドバイザー】 

解説文で補う。それぞれの規定を実現するのにどのような支援をするのか、関連付けてつな

がりが説明できるようにする。11 条まちづくり計画によって具体化して肉付けていく。結

びついていることを期待する。そういう出口の部分が重要。見直し条項はぜひ入れてくださ

い。それぞれ条文を精査すること。東川町も似た組織があるそうだ。事務的な条例を持って

いる（理念条例ではない。）。同じような時間軸で進んでいる、参考としてみると良いのでは

ないか。また、実際にどのような取り組みを行うかも検討してほしい。 

 

【青木アドバイザー】 

 3 点ある。活性化とは何か。そこを明らかにすることにチャレンジしてほしい。お金、関

係人口なのか。人と人のつながり、自分なりに幸せを感じることがまちづくりの本質ではな



いか。3 段落以降に基本理念が書いてある。このエッセンスを第 3 条に端的に書くのはどう

か。繰り返しで構わない。サービスの受け手だけでなく、関わり貢献する方にまわるのが大

事。そのあたりを明文化してもらえれば。 

 

【林委員】 

間違いがある。検討経過資料の 6ｐの会議の日付が逆。 

 

【原田委員】 

条例名について 

 

【遠藤係長】 

条例案のご意見ありがとうございます。条例名は条例案の内容によって変わるため、このま

ま条例名を決めてしまうのは難しいかと思う。本質を共有したうえで決めたいと考えます。 

次回にしたいがいかがか。 

 

【原田委員】 

 7 と 4 は一緒に。5，6 は東神楽町が二回出ている。合わせればいい。 

 

【遠藤係長】 

事前送付に間違いがありました。決め方としては投票して 3 つ選び、再度議論したいと考

えておりました。意見を踏まえ次回としたい。 

 

【原田会長】 

 1 と 4 は同じ。少し違う部分はどちらがいいかという場合もあるので、次回決めていきた

い。総体的にどうか。 

 

【早勢委員】 

美瑛の作りが丁寧。見直し規定もある。地域自治以外にもいろいろあると思う。この条例の

位置づけはどうなのか。まちづくり全体のなかでどういう意味を持つのか。 

 

【佐藤委員】 

理念条例はわかっていた。現状を続けていく。誰のために開設するのか。パンフレットなど

を作ることで町民に分かりやすいものになる。力添えできればと思います。 

 

 

 



【山本町長】 

自治基本条例ではない。政治的な問題もあるが、住民の参加で子供・国籍もある。手を出さ

ない。住民・行政が協力いていくことは求められている。定義されてない部分に光を当てた

いという思い、形にしたいという思いがある。生煮えだった部分もある、協議していきたい。

期間は決まっているが性急に決めるつもりはない。検討していきたい。 

 

【牧野アドバイザー】 

どう考えるか。前文によっては行政主体もあり得る。自分たちで自分たちのことを議論し満

足度の高いものとなっていく。自分事化していく。抽象的になるが、自分たちの活動に落と

し込んでいく。主体はだれか、分かるように作り、自分事化できればいいと思う。誰が誰の

ために作り誰が使うのか、名称も自ずとはっきりしてくる。 

 

【早勢委員】 

人が少ない。高齢で難しくなる。弱みを曝せない。踏み込めない。ヘルパーなどが入ってい

る場合もありそのへんの情報共有があれば。館長としてどうすればいいのか、実情を知って

頂く。違う団体の情報共有も必要と思う。 

 

【青木アドバイザー】 

長寿になって独居が増える。人生 70 だったので想定してなかったが、アップデートしてい

く必要がある。時代認識を頭に置き、書くかは別として検討してもいい。 

 

【牧野アドバイザー】 

過疎地の農村は「補助金は給水所、最後は倒れる。行政も一緒に悩んでほしいんだ」伴走し

てもらえると頑張れる。理念条例なので細かに書けないが、そのあたりを幅をもって、余裕

をもって規定できればいい。 

 

【原田会長】 

終了挨拶（16：37） 


